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Ⅰ．研究の背景と目的 

 筆者（武藤）は自分自身について,コミュニケーションに

困難があると感じている. 特に,“話すこと”に不安がある. 
子どもの頃から,授業で音読の順番が回ってくるまでの時

間はドキドキするのが止まらなかったり,人前で話すとな

ると周りにどう見られているのかが気になり声が震えて

しまったり,人との雑談では自分に注目が集まるのが怖く

て発言できなかったりする. 学校の先生やスクールカウ

ンセラーには,「（話す）場数を踏めば,慣れてきてそのうち

治るよ. 」と何度も言われてきたが,現在も話すことによる

コミュニケーションの困難さはあまり変わっていない . 
筆者は,自分自身のコミュニケーションの問題は,“発話”

ではなく,人との関わりに対する“不安”にあるのではない

かと考え始めていた.  
 大学の講義で,「場面緘黙」という障害について初めて知

った. 場面緘黙とは,学校などの特定の場面で話せない症

状が続く子どもの不安障害である. 症状が出る場面は子

どもによってさまざまで,話せる人や場所には決まったパ

ターンがある. 多くの子どもが家庭では話すことができ

る. この障害は,構音障害や吃音等の発音や話し言葉に困

難のある言語障害ではない. 発声器官などに明らかな器

質的・機能的な障害はないのに,不安が原因で話せないの

である. 筆者は,場面緘黙の子どもたちと自分に共通する

点がいくつかあり,近いものを感じた. そして,不安によっ

てコミュニケーションに困難を抱えている子どもたちと

関わりたいという気持ちを持つようになった.  

２０１X 年３月,筆者が以前教育実習を行い,それ以降継

続的にボランティアで訪れていたＴ大学附属特別支援学

校の中学部に緘黙の女子生徒が入学してくるという話を

聞いた. 筆者はこれまで緘黙児と直接関わったことがな

かったので,その女子生徒たちと関わってみたいと強く思

った. また,他の女子生徒と男子生徒は活発でやんちゃで

あると聞き,緘黙児だけでなく学級集団にも非常に興味を

持った. 生徒全員がほぼ初対面でスタートする学級で,緘
黙の生徒とその周りの生徒がどのように互いを理解し,集
団を作っていくのか気になった.  
 生徒が入学して数日後,中学部１年生の授業を見学に行

った. 筆者が訪ねたときは体育の授業中だった. ２人ずつ

順番に走り,タイムを測定しているところだった. 本研究

の参与観察の中心人物となる緘黙の女子生徒コノさん（仮

名）の番が回ってきた. 教師が,「よーい,ピッ」とスタート

の笛を吹くが,走り出すことができない. 教師が「コノさん,
走るんだよ. 」と声をかけるが,その場で動作が硬直してし

まった. このとき筆者は,緘黙児の“緘動”という状態を初

めて見てとても驚いた. 他の生徒たちは,まだコノさんの

緘黙や緘動についてよくわかっていないようだった. 学
級担任もコノさんについての理解,支援・対応について模

索しているようだった. 筆者は,この学級に継続的に関わ

り,緘黙児の在籍する学級集団の形成について研究するこ

とに決めた.   
以上の経過から,本研究では,緘黙児が在籍するＴ大学

附属特別支援学校中学部の学級での参与観察をもとに,コ
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ミュニケーションに困難のある生徒が在籍する学級で,周

りの生徒との関係がどのように発展し,相互理解が深まり,

集団をつくっていくのかを明らかにした. その際,①不安

について,②人との関わり・友達関係,③コミュニケーショ

ンに困難のある生徒に対する周囲の理解・集団作り,の３

点に着目し,参与観察,考察を行った.  

 

Ⅱ．場面緘黙と思春期 
場面緘黙について,かんもくネットは『場面緘黙Ｑ＆Ａ』

で次のように述べている. （引用文献は,最後にまとめて記

載. ） 
 場面緘黙とは,家では普通に話すのに,幼稚園や保育園,
学校などの社会的場面で話すことができない状態を指す. 
小児期の不安障害であり,社交不安や恐怖症の一つのタイ

プではないかと考えられている.  
 発症時期は,多くは２～５才,入園や小学校入学時に発症

する. 発生率は,男子より女子の方が多く,日本のこれまで

の調査では０.２～０.５％である.  
原因は詳しくはわかっていないが,生まれつき危険に対

して敏感な「抑制的な気質」をもつ子どもや,「神経生物学

的要因」の影響が推定される子どもが多くいることがわか

っている. このような主に先天的なものに,入園や小学校

入学のような「環境要因」が加わり,不安が増大する. 社会

的場面で不安が高まったとき,子どもは黙ることで不安に

対処するようになり,これが固定化することで場面緘黙の

状態になると考えられている.  
緘黙児の指導は,目標を「発話」に置かず,「不安」に注

目することが大切である. たとえ緘黙の症状が続いてい

ても,どれだけ不安への対処力が身についてきているか,自
信が育ってきているか,達成感を感じる経験をしてきたか,
人とつながりを感じる体験をしてきたかが大切であり,つ
らい時期をどう乗り切ってきたかで,声が出るようになっ

た後の人生が違ってくる.  
 緘黙児への支援や対応は,①子どもの状態を理解する

（保護者と学校が協力する,子どもの不安と発話の状態を

把握する,スクールカウンセラーや医療機関・相談機関を

活用する）,②適切な環境を整える（家庭と学校で不安の少

ない環境を整える,保護者をサポートしてくれる人を探す,
先生と子どものコミュニケーションを大切にする,クラス

の理解の促進させる）,③その子に有効なアプローチを検

討する（子どもにあった治療法や取り組みを検討する,ス
モールステップにより,子どもの不安を軽減し,自信や達成

感を育て人とのコミュニケーション体験を広げる）の三点

を重要としている.  

『場面緘黙児への支援―学校で話せない子を助けるた

めに―』では,スモールステップの取り組みについて,次の

ように述べている.  
緘黙児が与えられた場面でどの程度安心して話せるか

を決定する要素は３つあり,それは「人」「場所」「活動」で

ある. この３つの要素を組み合わせてさまざまな発話場

面を設定することで不安の壁を乗り越える階段を作り上

げる. 各ステップの差はなるべく小さくし,失敗せずに次

の階段に上れるようにする. 緘黙児は非常にゆっくりと

少しずつ場面緘黙を克服していくため,周囲の人々も忍耐

強く待つことが重要であるとしている.  
今回,参与観察の対象とした生徒は,“思春期”というラ

イフステージにあたる子どもたちである. 対象生徒の実

態をより丁寧にみるために,思春期についてまとめる.  
佐藤・西村は,『思春期・青年期の心理臨床』で,思春期・

青年期について次のように述べている.  
 子どもから大人への移行期あるいは過渡期,それが思春

期・青年期といわれる時代である. 学校区分によると,小学

校高学年頃から思春期が始まり,中学・高校時代に最盛期

を迎え,青年期と重なり,この青年期は社会に出始める時期

まで続き,成人期初期と重なる部分もある. 思春期・青年期

の終始は,個人差・性差により誤差が生じるが,第二次性徴

にはじまり社会的自立で終わる.  
思春期の課題については次のように述べている.  

 この時期の心身の変化に加え,小学校から中学校への環

境の変化,交友関係の広がり,大人からの期待の変化なども,
自分形成への大きな要因となっている.  
 思春期の思考は,それまでの具体的思考から抽象的思考

へと変化していく. 狭い視野での一方向的見方から,多面

的で多方向からの視点が可能になり,見通しのある考え方

ができるようになる. 環境的変化の影響・社会的交友の広

がりから,自分と社会との関わりにも関心をよせるように

なり,自信がみなぎる自己成長につながる面もあれば,自分

が止めどころもなく広大な世界にポツリと放り出されて

不安になってしまう面まで,複雑な思いが錯綜する. この

課題は,青年期・成人期まで続いていく.  
考え方の変化は,第二次反抗期などの形によって現れる. 

親から与えられていた価値観に疑問を持ち始め,大人たち

の言動一つひとつに苛立ち（ムカつき）を覚え,暴言を吐い

たり,無視したり,果てには反社会的行動に出たりと,試行

錯誤を繰り返す. これは,「自分」として生きていくための,
自立と依存のはざまに立たされた葛藤から,なんとか自分

を保とうとする故に起こることが考えられる. この言動

は,穏やかに済むものから激しくぶつかるものまで個人差

はあるが,思春期の「一度それまでの価値観を壊し,再構成

して」いく通過儀礼の中では,避けられないものでもある.  
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ミュニケーションに困難のある生徒が在籍する学級で,周

りの生徒との関係がどのように発展し,相互理解が深まり,

集団をつくっていくのかを明らかにした. その際,①不安

について,②人との関わり・友達関係,③コミュニケーショ

ンに困難のある生徒に対する周囲の理解・集団作り,の３

点に着目し,参与観察,考察を行った.  

 

Ⅱ．場面緘黙と思春期 
場面緘黙について,かんもくネットは『場面緘黙Ｑ＆Ａ』

で次のように述べている. （引用文献は,最後にまとめて記

載. ） 
 場面緘黙とは,家では普通に話すのに,幼稚園や保育園,
学校などの社会的場面で話すことができない状態を指す. 
小児期の不安障害であり,社交不安や恐怖症の一つのタイ

プではないかと考えられている.  
 発症時期は,多くは２～５才,入園や小学校入学時に発症

する. 発生率は,男子より女子の方が多く,日本のこれまで

の調査では０.２～０.５％である.  
原因は詳しくはわかっていないが,生まれつき危険に対

して敏感な「抑制的な気質」をもつ子どもや,「神経生物学

的要因」の影響が推定される子どもが多くいることがわか

っている. このような主に先天的なものに,入園や小学校

入学のような「環境要因」が加わり,不安が増大する. 社会

的場面で不安が高まったとき,子どもは黙ることで不安に

対処するようになり,これが固定化することで場面緘黙の

状態になると考えられている.  
緘黙児の指導は,目標を「発話」に置かず,「不安」に注

目することが大切である. たとえ緘黙の症状が続いてい

ても,どれだけ不安への対処力が身についてきているか,自
信が育ってきているか,達成感を感じる経験をしてきたか,
人とつながりを感じる体験をしてきたかが大切であり,つ
らい時期をどう乗り切ってきたかで,声が出るようになっ

た後の人生が違ってくる.  
 緘黙児への支援や対応は,①子どもの状態を理解する

（保護者と学校が協力する,子どもの不安と発話の状態を

把握する,スクールカウンセラーや医療機関・相談機関を

活用する）,②適切な環境を整える（家庭と学校で不安の少

ない環境を整える,保護者をサポートしてくれる人を探す,
先生と子どものコミュニケーションを大切にする,クラス

の理解の促進させる）,③その子に有効なアプローチを検

討する（子どもにあった治療法や取り組みを検討する,ス
モールステップにより,子どもの不安を軽減し,自信や達成

感を育て人とのコミュニケーション体験を広げる）の三点

を重要としている.  

『場面緘黙児への支援―学校で話せない子を助けるた

めに―』では,スモールステップの取り組みについて,次の

ように述べている.  
緘黙児が与えられた場面でどの程度安心して話せるか

を決定する要素は３つあり,それは「人」「場所」「活動」で

ある. この３つの要素を組み合わせてさまざまな発話場

面を設定することで不安の壁を乗り越える階段を作り上

げる. 各ステップの差はなるべく小さくし,失敗せずに次

の階段に上れるようにする. 緘黙児は非常にゆっくりと

少しずつ場面緘黙を克服していくため,周囲の人々も忍耐

強く待つことが重要であるとしている.  
今回,参与観察の対象とした生徒は,“思春期”というラ

イフステージにあたる子どもたちである. 対象生徒の実

態をより丁寧にみるために,思春期についてまとめる.  
佐藤・西村は,『思春期・青年期の心理臨床』で,思春期・

青年期について次のように述べている.  
 子どもから大人への移行期あるいは過渡期,それが思春

期・青年期といわれる時代である. 学校区分によると,小学

校高学年頃から思春期が始まり,中学・高校時代に最盛期

を迎え,青年期と重なり,この青年期は社会に出始める時期

まで続き,成人期初期と重なる部分もある. 思春期・青年期

の終始は,個人差・性差により誤差が生じるが,第二次性徴

にはじまり社会的自立で終わる.  
思春期の課題については次のように述べている.  

 この時期の心身の変化に加え,小学校から中学校への環

境の変化,交友関係の広がり,大人からの期待の変化なども,
自分形成への大きな要因となっている.  
 思春期の思考は,それまでの具体的思考から抽象的思考

へと変化していく. 狭い視野での一方向的見方から,多面

的で多方向からの視点が可能になり,見通しのある考え方

ができるようになる. 環境的変化の影響・社会的交友の広

がりから,自分と社会との関わりにも関心をよせるように

なり,自信がみなぎる自己成長につながる面もあれば,自分

が止めどころもなく広大な世界にポツリと放り出されて

不安になってしまう面まで,複雑な思いが錯綜する. この

課題は,青年期・成人期まで続いていく.  
考え方の変化は,第二次反抗期などの形によって現れる. 

親から与えられていた価値観に疑問を持ち始め,大人たち

の言動一つひとつに苛立ち（ムカつき）を覚え,暴言を吐い

たり,無視したり,果てには反社会的行動に出たりと,試行

錯誤を繰り返す. これは,「自分」として生きていくための,
自立と依存のはざまに立たされた葛藤から,なんとか自分

を保とうとする故に起こることが考えられる. この言動

は,穏やかに済むものから激しくぶつかるものまで個人差

はあるが,思春期の「一度それまでの価値観を壊し,再構成

して」いく通過儀礼の中では,避けられないものでもある.  
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 自分の変化に目を向けていると同時に,その自分がまわ

りからどのように見られているのかも非常に気になる時

期でもある. 自意識過剰になって,奇抜なファッションを

したり,堂々と人前で突飛なパフォーマンスをしたりなど,
これらの誇大的な言動の影には,劣等感や卑小感など,もろ

さや危うい不安定さも潜んでいる. 自己形成の途上にあ

るため,確固たる「自分」にはまだほど遠い. ガラス細工の

ような・はがれやすい・壊れやすい・過敏な自我状態にあ

るため,他者の何気ないひと言にひどく傷つくことも少な

くない. 他者との考え方に右往左往するのもこの時期で

ある. こんなとき,同じような心情の同年代の仲間によっ

て支え合えることも多い.  
 
Ⅲ．参与観察の概要 

１．概要 

観察期間：２０１X 年４月～１１月 週１回程度 
観察時間：８時５０分～１５時３０分頃  

生徒の登校時間と同じ頃に出勤し ,生徒の 

下校を見送り,その後担任とその日の報告を

し合った.    
観察場所：Ｔ大学附属特別支援学校中学部１年生         

Ｔ大学附属特別支援学校は ,知的障害の児

童・生徒が在籍している. 小学部から高等部

専攻科までの学部がある.  
学習支援ボランティアとして週１回程度,Ｔ大学附属特

別支援学校を訪問し,中学部１年生の生徒を主とした授業

に参加したり,休憩時間を共に過ごしたりして,中学部の生

徒や教員と直接かかわりながら参与観察を行った.  
不安によるコミュニケーションの困難さを持つ生徒が

在籍する中学部１年生の学級の生徒７名を本研究の対象

生徒とし,特に,コミュニケーションに困難がある女子生徒

２名（コノさん,ハナさん）を中心に,周りの生徒の理解,集
団形成について参与観察を行った.   
 本研究では,対象生徒の保護者に研究の目的や方法を事

前に説明し,同意書を得たうえで研究を行った.  
 
２．対象生徒について 

Ｔ大学附属特別支援学校中学部１年生７名を本研究の

対象とした. 対象生徒は,２０１X 年４月にＴ大学附属特

別支援学校の中学部に入学してきた生徒で,全員がほぼ初

対面である. 小学校までは,特別支援学級や他の特別支援

学校に在籍していた. 対象生徒は思春期にあたる子ども

たちで,全員に軽度知的障害がある. この中でコミュニケ

ーションに困難がある女子生徒２名,コノさん,ハナさん

（ともに仮名）を中心に,周りの生徒の理解,集団形成につ

いて参与観察を行った.  

・コノさん（女子） 

学力面は,国語は小学校３年生程度の漢字の読み

書きはできるが,文章の理解,表現には困難が認めら

れる. 経験したことや想像したことなどを文章で書

くことが苦手である. 算数は,２位数と２位数の加

法及び減法の筆算,乗法九九などを学習している. 

計算のような形式的なものはできるが,文章題にな

ると,文意の理解が難しいため,できないことが多い. 

授業では,明確な答えがないものを考える場面でつ

まずく.  

  学校では発話が見られず,友達や教師とは,視線や

表情,身振り,筆談といった手段でコミュニケーショ

ンをとっている. 場面によって,緘動の症状が見ら

れる. 学校には休まず登校している.  

知的障害のほかに,場面緘黙,広汎性発達障害の診

断がある.  

・ハナさん（女子） 

  学力面は,国語はひらがなの読み書きを基本とし

ており,算数は１位数と１位数の加法及び減法の計

算,複数金種の合計などを学習している. 時計を読

むことが困難で,学校では,毎日の生活のパターンや

時計の針の形を,今やるべきことと関連付けて行動

している. 授業では,言語指示の理解が難しく,個別

の支援が必要である.  

  学校では,中１の学級では大きな声でよく話すが,

他の学級と合同の活動になると表情が強張り,緘黙,

緘動の状態になる. 場面による状態の差が大きい.   

  人見知りで初対面の人とは打ちとけるまで時間が

かかるが,誰とでも同じように関わることができ良

い関係を築くことができる.  

・Ｓさん（女子） 

  学力面は,国語は小学校２年生程度の漢字の読み

書き,算数は２位数と２位数の加法及び減法の筆算,

乗法九九,除数と商が共に１位数である除法の計算

などを学習している. 授業では,答えが明確なもの,

自信があることは挙手して発表することができる. 

グループ活動では「めんどくさい」「どうでもいい」

など,否定的な発言をすることもあるが,自分にでき

ることで参加しようとする.  

  学級では,女子とも男子とも仲がいい. 友達に合

せて行動することはなく,自分で考えて行動するこ

とができる. 友達に対して,思っていることをはっ

きり言うことができる.  

・Ｙさん（女子） 

学力面は,国語は小学校２年生程度の漢字の読み

書き,算数は２位数と２位数の加法及び減法の筆算,
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時刻や時間を求める学習をしている. のみこみが早

く,一度教えると覚えることができる. 授業では,間

違いを恐れず積極的に発表する.  

  学級では,全員と仲がいいが,女子との交友関係を

好んでいるように見える. 自分の考えと友達の考え

が異なったときにはひどく落ち込んでしまう.  

  明るく,社交的で,初対面の人に対しても物怖じせ

ず自分から関わろうとする. 友達のことをいつも気

にかけており,友達思いで優しい. 歌やダンス,モノ

マネが好きで,友達を笑わせることが多い,学級のム

ードメーカーである.  

  知的障害のほかに,広汎性発達障害の診断がある.  

・Ｋくん（男子） 

学力面は,国語は小学校３年生程度の漢字の読み

書き,構成を考えて文章を書くことができる. 算数

は,乗法,除法の計算,小数などを学習している. 授

業では,教師の発問に対してすぐに答える. 集中が

長続きしないため,難しい課題への取り組みは困難

である.  

交友関係は,学級の友達に限らず誰とでも物怖じ

せず積極的に関わる. 学級では,男子と遊ぶことが

多いが,女子とも積極的に関わる. からかったり,ふ

ざけたりすることで気を引いているように見える.  

多動性,衝動性の傾向が強いが,一方で発想力豊か

で,自分の考えを言うことができ,みんなの意見をま

とめることができるので学級ではリーダーとなって

動く.   

  知的障害のほかに,ＡＤＨＤ,自閉スペクトラム障

害の診断がある.  

・Ｎくん（男子） 

  学力面は,国語は小学校３年生程度の漢字の読み

書き,算数は２位数と２位数の加法及び減法の筆算,

乗法,除法の筆算を学習している. 記憶力がよく知

識が豊富で,授業では積極的に発言する.  

  学級では,女子とも男子とも平等に仲良くできる. 

女子に対して優しい気遣いができるため,学級の女

子はＮくんを頼ることが多い.  

  ルールや時間をきちんと守る几帳面な性格で,守

れていない友達には注意をする.  

  知的障害のほかに,自閉スペクトラム障害の診断

がある.  

・Ｆくん（男子） 

  学力面は,国語は小学校１年生程度の漢字の読み

書き,算数は２位数と２位数の加法の筆算などを学

習している. 集中力が長続きしなかったり,見通し

をもつことができなかったりするため,課題を時間

内に終わらせることが難しい.  

  学級では,誰とでも同じように関わることができ

る. 男子と関わる姿がよく見られるが,自分から積

極的に関わる姿はあまり見られず,親密な交流を求

めているようには感じない. 女子とは必要があれば

関わるが,そうでないときには関わる姿はあまり見

られない.  

  Ｆくんは,明るく社交的な性格であり,雨の日の交

通当番の教師に対して「雨の中お疲れさまです. 」と

声をかけたり,友達を待たせたときは「待たせてごめ

んね」と言ったり気遣いができる.  

 

３．エピソード報告と解釈 

【お互いに理解し合い助け合える】７月１９日（木） 

校外学習から帰ってきて給食までの時間に,次の日の調

理実習で作るものの作り方を画用紙に書いてまとめるこ

とになった. コノさん,ハナさん,Ｋくん,Ｆくんは,買っ

てきたホットケーキの箱を見ながらホットケーキの作り

方をまとめる. 作り方は漢字を使って書かれていた.  

Ｋくん：（画用紙とペンを持って）「誰か（箱に書いてある

作り方を）読んで. 」 

ハナさん：「コノちゃん読んで. 」と言って,自分のところ

にあった箱をコノさんに渡す.  

コノさん：無言で箱を返す.  

Ｋくん：「コノさん,読んでよ. 」 

コノさん：困った表情 

Ｆくん：「僕が読む. 」と言って,箱を手に取り読み始める.  

 コノさんとハナさんは,以前まではこのような場面では

表情が硬くなり,固まってしまっていたが,この日は意思

表示ができている. ハナさんは,中１の集団の中では「話

す」ことに対する不安は小さくなってきているが,読めな

い漢字がたくさんあったのだと考えられる. ハナさんは,

コノさんが話せないということを理解しているが,自分が

「読めない」ことをコノさんならわかってくれると思い,

コノさんに箱を回してしまったのだと思われる. コノさ

んは,言葉はないが「読めない」という意思を,箱を返す行

動で表すことができている.  

Ｆくんは普段自分から女子と関わることは少ないが,Ｆ

くんの行動から,コノさんとハナさんの話すことの困難さ

を理解できており,助けようとしていることがわかる. 中

１の生徒がお互いのことを理解できはじめ,それぞれので

きることで,他の人のできないことをフォローし支え合う

姿がよく見られるようになってきた.  

【「コノさんはどう？」】８月３０日（木） 

70 地　域　学　論　集      第 16 巻      第 1 号（2019） 



 
 
 

地域学論集 第 16 巻第 1 号（2019） 

時刻や時間を求める学習をしている. のみこみが早

く,一度教えると覚えることができる. 授業では,間

違いを恐れず積極的に発表する.  

  学級では,全員と仲がいいが,女子との交友関係を

好んでいるように見える. 自分の考えと友達の考え

が異なったときにはひどく落ち込んでしまう.  

  明るく,社交的で,初対面の人に対しても物怖じせ

ず自分から関わろうとする. 友達のことをいつも気

にかけており,友達思いで優しい. 歌やダンス,モノ

マネが好きで,友達を笑わせることが多い,学級のム

ードメーカーである.  

  知的障害のほかに,広汎性発達障害の診断がある.  

・Ｋくん（男子） 

学力面は,国語は小学校３年生程度の漢字の読み

書き,構成を考えて文章を書くことができる. 算数

は,乗法,除法の計算,小数などを学習している. 授

業では,教師の発問に対してすぐに答える. 集中が

長続きしないため,難しい課題への取り組みは困難

である.  

交友関係は,学級の友達に限らず誰とでも物怖じ

せず積極的に関わる. 学級では,男子と遊ぶことが

多いが,女子とも積極的に関わる. からかったり,ふ

ざけたりすることで気を引いているように見える.  

多動性,衝動性の傾向が強いが,一方で発想力豊か

で,自分の考えを言うことができ,みんなの意見をま

とめることができるので学級ではリーダーとなって

動く.   

  知的障害のほかに,ＡＤＨＤ,自閉スペクトラム障

害の診断がある.  

・Ｎくん（男子） 

  学力面は,国語は小学校３年生程度の漢字の読み

書き,算数は２位数と２位数の加法及び減法の筆算,

乗法,除法の筆算を学習している. 記憶力がよく知

識が豊富で,授業では積極的に発言する.  

  学級では,女子とも男子とも平等に仲良くできる. 

女子に対して優しい気遣いができるため,学級の女

子はＮくんを頼ることが多い.  

  ルールや時間をきちんと守る几帳面な性格で,守

れていない友達には注意をする.  

  知的障害のほかに,自閉スペクトラム障害の診断

がある.  

・Ｆくん（男子） 

  学力面は,国語は小学校１年生程度の漢字の読み

書き,算数は２位数と２位数の加法の筆算などを学

習している. 集中力が長続きしなかったり,見通し

をもつことができなかったりするため,課題を時間

内に終わらせることが難しい.  

  学級では,誰とでも同じように関わることができ

る. 男子と関わる姿がよく見られるが,自分から積

極的に関わる姿はあまり見られず,親密な交流を求

めているようには感じない. 女子とは必要があれば

関わるが,そうでないときには関わる姿はあまり見

られない.  

  Ｆくんは,明るく社交的な性格であり,雨の日の交

通当番の教師に対して「雨の中お疲れさまです. 」と

声をかけたり,友達を待たせたときは「待たせてごめ

んね」と言ったり気遣いができる.  

 

３．エピソード報告と解釈 

【お互いに理解し合い助け合える】７月１９日（木） 

校外学習から帰ってきて給食までの時間に,次の日の調

理実習で作るものの作り方を画用紙に書いてまとめるこ

とになった. コノさん,ハナさん,Ｋくん,Ｆくんは,買っ

てきたホットケーキの箱を見ながらホットケーキの作り

方をまとめる. 作り方は漢字を使って書かれていた.  

Ｋくん：（画用紙とペンを持って）「誰か（箱に書いてある

作り方を）読んで. 」 

ハナさん：「コノちゃん読んで. 」と言って,自分のところ

にあった箱をコノさんに渡す.  

コノさん：無言で箱を返す.  

Ｋくん：「コノさん,読んでよ. 」 

コノさん：困った表情 

Ｆくん：「僕が読む. 」と言って,箱を手に取り読み始める.  

 コノさんとハナさんは,以前まではこのような場面では

表情が硬くなり,固まってしまっていたが,この日は意思

表示ができている. ハナさんは,中１の集団の中では「話

す」ことに対する不安は小さくなってきているが,読めな

い漢字がたくさんあったのだと考えられる. ハナさんは,

コノさんが話せないということを理解しているが,自分が

「読めない」ことをコノさんならわかってくれると思い,

コノさんに箱を回してしまったのだと思われる. コノさ

んは,言葉はないが「読めない」という意思を,箱を返す行

動で表すことができている.  

Ｆくんは普段自分から女子と関わることは少ないが,Ｆ

くんの行動から,コノさんとハナさんの話すことの困難さ

を理解できており,助けようとしていることがわかる. 中

１の生徒がお互いのことを理解できはじめ,それぞれので

きることで,他の人のできないことをフォローし支え合う

姿がよく見られるようになってきた.  

【「コノさんはどう？」】８月３０日（木） 
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 今日の音楽では,ふれあいまつりで中学部が披露する和

太鼓の演技「附養太鼓」の楽譜づくりをした. 画用紙に音

符や休符が描かれた紙を組み合わせて貼っていく. 各学

年で４小節分の楽譜を作る. １年生は,１小節を全員で考

え,残りの３小節は３グループに分かれて作ることになっ

た.  

（コノさんとＫくんのグループ） 

Ｋくん：「どうがいい？無視せんでよ. 」とコノさんに言

う. （きつい言い方ではない. ） 

コノさん：Ｋくんの方を向く.  

Ｋくん：（音符を並べて）「Ｔ先生できたー！あ,その前に

コノさんどう？どうよ！」と,楽しそうに言う.  

コノさん：Ｋくんの話を聞いているがうなずきはしない.  

Ｋくん：太鼓を叩いて作った楽譜のリズムを確認する.  

    「コノさん,どうよ！？他にやりたいのある？ど

っち？」 

コノさん：首をかしげる.  

 これまでは,このエピソードのような場面では,まずＫ

くんが一人で考えて自分のやりたいように進め,それをコ

ノさんが横で眺めているということが多かった. しかし

この場面では,初めからＫくんがコノさんの意見を訊こう

とする姿が見られる. コノさんが話せないため,いつも通

り自分の好きなように楽譜を作り始めるが,作ったものを

見せてコノさんに意見を求める姿はこれまであまり見ら

れなかった姿である.  

 コノさんは周りが意見を訊いても答えることはできな

いが,他の生徒と同じようにコノさんにも自分の意見を言

う機会を作ってあげることは必要だと考える.  

 Ｋくんは,コノさんが話せないと分かっているが,コノ

さんに意見を訊くことでグループとして活動を進めよう

としているのではないだろうか. Ｋくんは,何度も意見を

訊こうとしているが,コノさんに話すことを強く求めてい

るわけではないし,コノさんが話せなくても気にすること

なく自分がリードしてグループの活動を進めている. コ

ノさんは,話せなくても一緒に活動できていて居心地がい

いと思う.  

 

【学級集団以外での様子】９月１２日（水） 

 委員会活動の場面. 委員会の時間は,小学部,中学部,高

等部が合同で行うため,コノさんとハナさんは緊張してい

る様子だった. コノさん,ハナさん,Ｋくんは環境委員会

に所属している. 環境委員会の集まる教室（高等部の教

室）に入るまでは２人とも穏やかな表情で,ハナさんは会

話もできていたが,教室に入ると表情がぐっと硬くなり,

教室の後ろの方で立ったまま固まってしまった. 筆者が,

「空いている席に座り. 」と声をかけるが固まったままだ

った. 教室の後ろの方に椅子が並べられると,後ろの席に

座ることができた.  

多くの生徒が後ろの方に座るので,前の方の席がたくさ

ん空いていた. 高等部の先生に,「中１の人,前の方に座っ

てください. 」と言われると,Ｋくんはさっと席を移動し

たが,コノさんとハナさんは座ったままだった. もう１度

「中１の人,動いてくださいよ. 」と言われるが,固まった

ままだった. そうしているうちに他の生徒が席を移動し

た.  

委員会が始まり,プリントが配られた. コノさんのとこ

ろにプリントが１枚多く回ってきて,コノさんは固まって

しまった. Ｋくんがそれに気づき,コノさんのプリントを

さっと取り,もらっていない人に回していた.  

 あまり入ったことのない高等部の教室という「場所」に

対する不安や,他学部の児童生徒という「人」に対する不

安が見られた. コノさんとハナさんは,普段コミュニケー

ションがとれる人に対しても,何か不安に感じる要素が加

わるとコミュニケーションが難しくなると考えられる.  

 固まってしまったコノさんを助けるＫくんの行動から,

自分のことを理解してくれて,困ったときに助けてくれる

存在は大切だと感じた. コノさんやハナさんは,不安が強

い場面では声が出ないし動くことも難しくなるので,「困

っている」とか「わからない」「できない」という気持ち

を周りに伝えることができない. そのようなときに,これ

らのことを理解してくれて助けてくれる存在はとても心

強いと思う.  

 

【ふざけ合うコノさんとハナさん】１０月４日（木） 

 朝の会が始まるまでの空いた時間に,中１のみんなで教

室の前庭に出てアサガオの種を採っていた. 筆者はコノ

さんとハナさんと３人で種を採っていた. すると,ハナさ

んがねこじゃらしを見つける.  

ハナさん：「先生,ねこじゃらしー. 」と言って,筆者にね

こじゃらしを見せる.  

筆者：「ほんとだー. ねこじゃらしだねー. 」 

ハナさん：コノさんの首をねこじゃらしでくすぐる.  

コノさん：首をすくめて,くすぐったそうにして笑う. ハ

ナさんと目を合わせて,筆者のことを指さし,

筆者のことをねこじゃらしでくすぐるよう伝

える.  

ハナさん：筆者の首をねこじゃらしでくすぐる.  

筆者：「うわ！こしょばい！」 

コノさん,ハナさん：嬉しそうに声を出して笑う.  
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ハナさん：「コノちゃんが,先生こしょばしてって言った

よ. 」 

筆者：「えーうそ～」 

コノさん：また,ハナさんと目を合わせて筆者の方を指さ

し,筆者のことをねこじゃらしでくすぐるよう

伝える. （楽しそうな表情） 

ハナさん：「ほらね. 」と筆者に笑いかける.  

筆者：「ほんとだあ. 」 

コノさん：笑って,次は教室にいるＹさんのことをねこじ

ゃらしでくすぐるようハナさんに伝える.  

ハナさん：ホワイトボードに明日の予定を書いているＹさ

んを後ろからねこじゃらしでくすぐる.  

Ｙさん：くすぐられていることに気づかない.  

コノさん,ハナさん,筆者：クスクス笑う.  

コノさんは初めて関わる人に対してでも,目を合わせて

にっこり笑うところから「人と関わりたい」という気持ち

があると考えられる. 相手の方から自分に関わってくれ

る人との関係は良好な関係が築けているが,自分から相手

に積極的に関わったり,言葉でコミュニケーションをとっ

たりすることが難しいことから,自分から人との関係を広

げていくことは難しいように感じる.  

一方,ハナさんはこの頃から新しい人との関わりに積極

的になり,休憩時間などの自由な時間では自分から遊びに

誘ったり,話しかけたりしている. コノさんはこのエピソ

ードのように,仲のいいハナさんとの関係を中心として,

新しく人との関係を広げている. 気持ちが理解し合える

友達がそばにいることの安心感もあり,人との関わりに積

極的になれているようにも見える.  

コノさんとハナさんは２人とも場面による不安やコミ

ュニケーションの困難さを抱えているので,互いに辛い気

持ちを分かり合える友達となってきている. また,コノさ

んとハナさんのようなコミュニケーションに困難がある

子どもが,このエピソードのようにふざけ合って遊べるの

は,安心感があり心を許しているからだと考えられる.  

 話せなくても,身振りや表情,視線で伝えたいことや気

持ちを分かり合える友達がいて,楽しんだり,笑ったりで

きているところを見ると,不安がとても少なく,いきいき

としていることがわかる. 自分の気持ちを身振りや表情

で表現するようになったコノさんを見ていると,友達と話

したくても話せないもどかしさを感じているのではない

かと考えられる.  

 

【７人の輪】１０月１８日（木） 

話し合い活動の場面. 好きなテレビ番組を,全員５つず

つ付箋に書き出し,発表していく. 全員が書き終わると,

机を寄せて話し合いの隊形にし,書いたものを順番に発表

していく. ＫくんとＮくんが中心となって話し合いを進

めていく. 他の生徒は自分の順番が回ってくると,自分が

書いたものを発表する. ＫくんとＮくん以外は,自分の発

表の時以外はあまり発言しないが,みんな前のめりの姿勢

で話し合いに参加している. 友達の発表に対して,「あぁ

ー！」「あるねー」「いいね」といった発言が多く,否定的

な発言はない.  

 コノさんの発表の番になったが,コノさんは書いた付箋

を筆箱で隠していた. すると,Ｋくんが「俺が読んであげ

るから. 」と言う. コノさんは筆箱をよけて付箋を見せ

る. Ｋくんがコノさんの代わりに,「志村動物園」と読み

上げると,みんなが「あぁーいいね！」と言う.  

 話し合い活動に向かう生徒の姿勢がみんな前のめりで,

「話し合いに参加したい」という気持ちが表れている. 全

員が積極的に発言するわけではないが,学級の友達との活

動の楽しさを感じており,みんなの輪に入りたいという気

持ちを持っているのではないだろうか.  

 対象生徒は軽度知的障害を持つ子どもたちである. 小

学校までは,小学校の通常学級または特別支援学級に在籍

していた生徒が多い. 小学校までは,「わからない」ため

に友達の輪に入れず,友達の姿を外から見ていることが多

かったと考えられる. しかし,この学校の中学部に入学し

てこの学級集団になってからは,生徒たちは,みんなの輪

の外ではなく,みんなと一緒に活動できるということを実

感してきていると考えられる. 話し合いの進行役をした

り,友達の意見に対して「いいね」と言ったり,それぞれが

自分なりに参加しようとしている.  

コノさんは,決まった答えがないものを発表することに

不安を感じるが,このエピソードのようにみんなに「あぁ

ーいいね. 」と言われ受け入れられると安心できると思わ

れる. このような雰囲気や安心感があると,コノさんはこ

れからもっと自分の考えを出していけるようになるので

はないだろうか.  

 
【不安を引きずる】１０月２５日 

体育の授業は中学部合同で行っている. この日は卓球

をした. 体育館に行き,コノさん,ハナさん,Ｓさん,Ｙさ

ん,筆者の５人で楽しくしゃべりながら,卓球台や道具の

準備をした.  

集合の合図がかかり,全員整列して授業の初めのあいさ

つをする. この日は,中１の日番だったハナさんが号令を

するようＳ先生に指名された. Ｓ先生に「ハナさん,あい

さつお願いします. 」と言われると,ハナさんは,嫌そうな

表情をして固まる. ハナさんがなかなか号令をかけない
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ハナさん：「コノちゃんが,先生こしょばしてって言った

よ. 」 

筆者：「えーうそ～」 

コノさん：また,ハナさんと目を合わせて筆者の方を指さ

し,筆者のことをねこじゃらしでくすぐるよう

伝える. （楽しそうな表情） 

ハナさん：「ほらね. 」と筆者に笑いかける.  

筆者：「ほんとだあ. 」 

コノさん：笑って,次は教室にいるＹさんのことをねこじ

ゃらしでくすぐるようハナさんに伝える.  

ハナさん：ホワイトボードに明日の予定を書いているＹさ

んを後ろからねこじゃらしでくすぐる.  

Ｙさん：くすぐられていることに気づかない.  

コノさん,ハナさん,筆者：クスクス笑う.  

コノさんは初めて関わる人に対してでも,目を合わせて

にっこり笑うところから「人と関わりたい」という気持ち

があると考えられる. 相手の方から自分に関わってくれ

る人との関係は良好な関係が築けているが,自分から相手

に積極的に関わったり,言葉でコミュニケーションをとっ

たりすることが難しいことから,自分から人との関係を広

げていくことは難しいように感じる.  

一方,ハナさんはこの頃から新しい人との関わりに積極

的になり,休憩時間などの自由な時間では自分から遊びに

誘ったり,話しかけたりしている. コノさんはこのエピソ

ードのように,仲のいいハナさんとの関係を中心として,

新しく人との関係を広げている. 気持ちが理解し合える

友達がそばにいることの安心感もあり,人との関わりに積

極的になれているようにも見える.  

コノさんとハナさんは２人とも場面による不安やコミ

ュニケーションの困難さを抱えているので,互いに辛い気

持ちを分かり合える友達となってきている. また,コノさ

んとハナさんのようなコミュニケーションに困難がある

子どもが,このエピソードのようにふざけ合って遊べるの

は,安心感があり心を許しているからだと考えられる.  

 話せなくても,身振りや表情,視線で伝えたいことや気

持ちを分かり合える友達がいて,楽しんだり,笑ったりで

きているところを見ると,不安がとても少なく,いきいき

としていることがわかる. 自分の気持ちを身振りや表情

で表現するようになったコノさんを見ていると,友達と話

したくても話せないもどかしさを感じているのではない

かと考えられる.  

 

【７人の輪】１０月１８日（木） 

話し合い活動の場面. 好きなテレビ番組を,全員５つず

つ付箋に書き出し,発表していく. 全員が書き終わると,

机を寄せて話し合いの隊形にし,書いたものを順番に発表

していく. ＫくんとＮくんが中心となって話し合いを進

めていく. 他の生徒は自分の順番が回ってくると,自分が

書いたものを発表する. ＫくんとＮくん以外は,自分の発

表の時以外はあまり発言しないが,みんな前のめりの姿勢

で話し合いに参加している. 友達の発表に対して,「あぁ

ー！」「あるねー」「いいね」といった発言が多く,否定的

な発言はない.  

 コノさんの発表の番になったが,コノさんは書いた付箋

を筆箱で隠していた. すると,Ｋくんが「俺が読んであげ

るから. 」と言う. コノさんは筆箱をよけて付箋を見せ

る. Ｋくんがコノさんの代わりに,「志村動物園」と読み

上げると,みんなが「あぁーいいね！」と言う.  

 話し合い活動に向かう生徒の姿勢がみんな前のめりで,

「話し合いに参加したい」という気持ちが表れている. 全

員が積極的に発言するわけではないが,学級の友達との活

動の楽しさを感じており,みんなの輪に入りたいという気

持ちを持っているのではないだろうか.  

 対象生徒は軽度知的障害を持つ子どもたちである. 小

学校までは,小学校の通常学級または特別支援学級に在籍

していた生徒が多い. 小学校までは,「わからない」ため

に友達の輪に入れず,友達の姿を外から見ていることが多

かったと考えられる. しかし,この学校の中学部に入学し

てこの学級集団になってからは,生徒たちは,みんなの輪

の外ではなく,みんなと一緒に活動できるということを実

感してきていると考えられる. 話し合いの進行役をした

り,友達の意見に対して「いいね」と言ったり,それぞれが

自分なりに参加しようとしている.  

コノさんは,決まった答えがないものを発表することに

不安を感じるが,このエピソードのようにみんなに「あぁ

ーいいね. 」と言われ受け入れられると安心できると思わ

れる. このような雰囲気や安心感があると,コノさんはこ

れからもっと自分の考えを出していけるようになるので

はないだろうか.  

 
【不安を引きずる】１０月２５日 

体育の授業は中学部合同で行っている. この日は卓球

をした. 体育館に行き,コノさん,ハナさん,Ｓさん,Ｙさ

ん,筆者の５人で楽しくしゃべりながら,卓球台や道具の

準備をした.  

集合の合図がかかり,全員整列して授業の初めのあいさ

つをする. この日は,中１の日番だったハナさんが号令を

するようＳ先生に指名された. Ｓ先生に「ハナさん,あい

さつお願いします. 」と言われると,ハナさんは,嫌そうな

表情をして固まる. ハナさんがなかなか号令をかけない
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ので,Ｋくんが「ハナさん,言って. 」とささやき声で促す. 

すると,ハナさんの後ろに並んでいたＹさんがハナさんの

肩を叩き「代わりに言おうか？」とハナさんに言う. ハナ

さんはほんの少しうなずいたように見えた. ＹさんがＳ

先生に「代わりに言います. 」と伝えて,号令をかけた.  

その後のハナさんは少し調子が悪かった. 卓球がなか

なか上手くできないのもあり,「もぉー」と言いながら,ラ

ケットで卓球台を叩く姿が見られた. 表情も硬かった.  

卓球台での練習が難しいようだったので,Ｕ先生が体育

館の床で球の打ち合いをすることを提案し,筆者と打ち合

いをすることになった. ハナさんは,自分が上手く打ち返

すことができてうれしかったとき,筆者が上手く打ち返せ

ず,球が思ってもみなかったところに転がっていってしま

って面白かったときに笑顔が見られるようになった. 打

ち合いをする中で,「先生,髪の毛色変わったね. 」「今度

は金髪にしてほしい. 」など筆者に話しかけてくるように

なり,会話をしているうちに機嫌がよくなった.  

 ハナさんは,中学部合同での活動の回数を重ねてきて,

中２,中３の生徒がいる空間に慣れてきたように感じる. 

特に,体育のような自由度の高い活動では表情が明るい. 

学級の女子が傍にいれば安心して楽しく活動できている

ように見える.  

しかし,このエピソードのあいさつの場面のように,学

級以外の生徒の前で自分一人が話すことは難しいと考え

られる. 学級では,朝の会の司会や授業の号令ができてい

るが,中学部合同の授業になると表情が硬くなり,動きも

鈍くなる. 号令をするように言われるまでは明るかった

表情が,硬く困った表情に切り替わった. 不安がある場面

で発話を促すと,より不安が増大してしまうと考えられる.  

Ｋくんがハナさんに号令を促したことから,Ｋくんはハ

ナさんが話せる場面とそうでない場面を理解できていな

いと考えられる. ハナさんは,学級では大きな声でおしゃ

べりをしているので,中１の友達はハナさんが話せなくな

る場面を見ると,「いつもしゃべっているのに,どうして今

は話せないのか. 」と不思議に思っているのではないだろ

うか.  

ハナさんは,なかなか号令をかけることができず,周囲

の注目を集めてしまい,より緊張が高まってしまっている

ように見えた. Ｙさんは,ハナさんの話せる場面とそうで

ない場面を理解できているのかはわからないが,いつもと

は違う困っているハナさんのようすに気づいて声をかけ,

助けていた. Ｙさんは友達思いで優しいところがある.  

 ハナさんはあいさつのときの不安を引きずっているの

と,卓球が上手くできないためか機嫌が悪かったが,でき

そうなことをやってみたり,筆者と会話したりしているう

ちに笑顔で活動できるようになった. 不安をもつ子ども

たちへの支援は,楽しくコミュニケーションをすること,

できたという経験をすることで不安を軽減させること,そ

して,達成感や自信を得ることが大切だと感じた.  

 

【手紙で伝える】１１月１６日（金） 

 １時間目の後の休憩時間,ハナさんが自分の席で紙に何

か書いていた. 手で隠して周りから見られないように書

いている. 書き終わると紙を半分に折って,それを持って

筆者のところへ来た. 筆者が「何書いたの？」とハナさん

に訊くと,「ちょっと待ってね」と返す.  

そして,ハナさんはＮくんのところへ行き,「Ｎくん,読

んで. 」と言って紙を渡す. Ｎくんは紙を開き,「Ｎくん,

ますくかしてください. ハナより」と声に出して読む. そ

して,「なんだよー！いいよ,貸してあげるけど,それぐら

い直接言えばいいじゃん！」とハナさんに言う. （怒った

言い方ではない. ）すると,ハナさんは隣にいた筆者のこ

とをバシバシ叩きながら,「えーだって忙しそうだったか

ら！」とＮくんに照れくさそうに言う.  

ハナさんは,手紙を書いてすぐにＮくんに渡しに行かず,

一度筆者のところへ来て心の準備をしているようだった. 

ハナさんにとって自分からＮくんに何かお願いをするの

は勇気のいることだったのかもしれない.   

ハナさんは,頼れる人が傍にいても,自分でできそうな

ことは自分でやろうとする姿がよく見られる. お互いの

理解が深まってきた学級集団で,安心できる人が傍にいる

こともあり,少し勇気のいることでも「やってみよう」と

いう前向きな気持ちになれていると考えられる. うまく

いかなくても,この集団には信頼もあり,バカにされない,

きっと大丈夫だと思えているのではないだろうか.  

 ハナさんは手紙を渡して,Ｎくんがどんな反応をするか

不安だったのかもしれない. Ｎくんの言葉を聞いて,筆者

のことを叩く様子からハナさんが安心していることがわ

かる.  

 

Ⅳ．考察 

１．不安について 

参与観察を開始した４月,コノさんとハナさんはＴ大学

附属特別支援学校の中学部に入学し,新しい学校生活,新

しい交友関係がスタートした. この頃の２人のようすか

ら,学校生活の多くの場面で不安を感じていたことがわか

る. しかし,２人とも不安から逃げることなく毎日学校に

出てきた. 学校で過ごす時間を重ねていくうちに,２人が

抱える不安に変化が見られた. 学校で毎日を過ごしてい

く中で,学校生活への安心感,友達と関わりが楽しい,嬉し
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いと感じる経験,教師や学級集団に対する信頼を得られる

ようになっていったことが,２人の不安の変化に影響を与

えていると考えられる.  

初めは不安を感じる場面で緘黙・緘動の状態になること

が多かった２人だが,自分のことを理解してくれている友

達や教師の助けを借りながら,ゆっくりではあるが,着実

に,自分の力で不安に対処するようになっていった. この

９か月程の期間で,不安に耐えたり,時にはチャレンジし

たりしながら,不安への対処法を身につけていった. これ

からもまだまだ２人の不安には変化が見られると思われ

る.  

この先,２人が新たな社会に出て,環境や人間関係の変

化に不安を感じたとき,友達や教師の力を借りながら不安

と向き合った経験や身につけた不安への対処法は必ず２

人を勇気づけるものとなると思う.  

 

２．人との関わり・友達関係 

入学してきた４月,対象生徒は同性の友達との関わりを

求める傾向があり,男子と女子の関わりは少なかった. ま

た,“友達から仲間外れにされたくない”という気持ちが

強いのか,自分の意思とは関係なくいつも友達と一緒に行

動していた. このような姿は,思春期らしい姿だと感じる.  

 しかし,学校で毎日学級の友達と関わるうちに,だんだ

んと性別関係なく７人は仲良くなっていった. 観察を行

った９か月間を通して,学級では,生徒が友達と一緒には

しゃいだり,ふざけ合って遊んだり,大きな声で笑い合っ

たりする姿が多く見られた. 対象生徒のほとんどが,小学

校までは特別支援学級で過ごしてきた. これまで,同級生

の友達と一緒に勉強したり遊んだりすることができず寂

しい思いをしてきたと考えられる. Ｔ大学附属特別支援

学校の中学部に入学してきて,対象生徒は学級の友達との

関わりが“楽しい”“うれしい”と感じていたように思う.  

 コノさんとハナさんは,対人場面において不安を感じや

すくコミュニケーションに困難があるが,２人とも「人」

との関わりが嫌いではないようだった. 特にコノさんは,

初対面の筆者に対しても目を合わせて笑顔を見せ,何か伝

えようとする姿が見られる等,人との関わりに積極的であ

ると考えられた. ハナさんは,人と打ちとけるまでに時間

がかかるが,安心感を抱き,心を許せる人に対しては,明る

く社交的に関わっていた.  

 ２人は,９か月という時間をかけて,学級の友達に対し

ては安心感を抱き,自分らしさを出せる関係を築いてきた

が,中１以外の生徒に対しては,まだ緊張や不安が見られ

る. 中１以外の生徒とは,学習活動中の関わりがほとんど

で,自由な時間での関わりは少なかった. 内容によるが,

２人は学習活動中不安を感じることが多い. 不安を感じ

ているときの人との関わりは,“楽しい”“うれしい”とい

った経験になりにくく,人との距離が縮まるものにはなり

にくいと考えられる.  

 ２人が,自分らしさを発揮し,人と積極的に関わる姿が

見られたのは,休憩時間などの自由な時間が多かった. 何

をしてもいい自由な時間は２人の不安が和らぐ時間で,２

人は自由な時間に人との関わりを深めたり広げたりして

いたように思う.  

 これらのことから,本来の自分の性格を出すことができ

る不安の少ない場面で,一緒に遊んだり,ふざけ合ったり

といった自由な関わりを通して,人との関わりに対して前

向きな気持ちになることができ,それが人との良好な関係

を築くことへつながっていくと考えられる.  

 

３．コミュニケーションに困難のある生徒に対する

周囲の理解・集団作り 

 筆者がこの学級集団を継続的に観察してきて,最も印象

に残っていることは,学級の生徒全員が「みんなそれぞれ,

ありのままでいいよね」といった考えを持っていることで

ある. 対象生徒は全員に軽度知的障害があり,また,それ

ぞれが人とは異なる特性や困難さを抱えている. そのた

め,この学級では,コノさんとハナさんのコミュニケーシ

ョンの困難さだけが特別にとらえられることはなく,７人

が対等な関係を築けていることを感じた. この生徒全員

の対等な関係は,学級の生徒全員に障害がある特別支援学

校の学級だからできた関係であると考えられる.  

 この学級では,生徒全員に「集団の一員となりたい」と

いう思いがあり,自分のできることで集団に参加しようと

する姿が多く見られた. また,そうすることが,自然と,お

互いを助け合うことにつながっていった.  

 この学級は,生徒全員がお互いのことをよく理解してい

る印象があった. そして,友達の抱える困難さやできない

ことよりも,良いところや素敵なところを認め,伝え合う

姿がよく見られた. 生徒たちは,友達や教師から認められ

ることで,自分に自信を持つことができていた. このよう

なことから,この学級には前向きな雰囲気があり,生徒は

今のありのままの自分を見つめることができていたよう

に感じる. また,「今の自分よりもっとよくなりたい」と

いう前向きな気持ちを持てていたようにも思う.  

  
Ⅴ．教育に求められるもの 

コミュニケーションが困難な生徒に必要な教育・支援と

して,私は,自分に自信が持てる経験,達成感を感じる経験,
人とのつながりが楽しい,嬉しいと感じ安心できる経験を

たくさん積み重ねていくことが大切だと思う.  
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いと感じる経験,教師や学級集団に対する信頼を得られる

ようになっていったことが,２人の不安の変化に影響を与

えていると考えられる.  

初めは不安を感じる場面で緘黙・緘動の状態になること

が多かった２人だが,自分のことを理解してくれている友

達や教師の助けを借りながら,ゆっくりではあるが,着実

に,自分の力で不安に対処するようになっていった. この

９か月程の期間で,不安に耐えたり,時にはチャレンジし

たりしながら,不安への対処法を身につけていった. これ

からもまだまだ２人の不安には変化が見られると思われ

る.  

この先,２人が新たな社会に出て,環境や人間関係の変

化に不安を感じたとき,友達や教師の力を借りながら不安

と向き合った経験や身につけた不安への対処法は必ず２

人を勇気づけるものとなると思う.  

 

２．人との関わり・友達関係 

入学してきた４月,対象生徒は同性の友達との関わりを

求める傾向があり,男子と女子の関わりは少なかった. ま

た,“友達から仲間外れにされたくない”という気持ちが

強いのか,自分の意思とは関係なくいつも友達と一緒に行

動していた. このような姿は,思春期らしい姿だと感じる.  

 しかし,学校で毎日学級の友達と関わるうちに,だんだ

んと性別関係なく７人は仲良くなっていった. 観察を行

った９か月間を通して,学級では,生徒が友達と一緒には

しゃいだり,ふざけ合って遊んだり,大きな声で笑い合っ

たりする姿が多く見られた. 対象生徒のほとんどが,小学

校までは特別支援学級で過ごしてきた. これまで,同級生

の友達と一緒に勉強したり遊んだりすることができず寂

しい思いをしてきたと考えられる. Ｔ大学附属特別支援

学校の中学部に入学してきて,対象生徒は学級の友達との

関わりが“楽しい”“うれしい”と感じていたように思う.  

 コノさんとハナさんは,対人場面において不安を感じや

すくコミュニケーションに困難があるが,２人とも「人」

との関わりが嫌いではないようだった. 特にコノさんは,

初対面の筆者に対しても目を合わせて笑顔を見せ,何か伝

えようとする姿が見られる等,人との関わりに積極的であ

ると考えられた. ハナさんは,人と打ちとけるまでに時間

がかかるが,安心感を抱き,心を許せる人に対しては,明る

く社交的に関わっていた.  

 ２人は,９か月という時間をかけて,学級の友達に対し

ては安心感を抱き,自分らしさを出せる関係を築いてきた

が,中１以外の生徒に対しては,まだ緊張や不安が見られ

る. 中１以外の生徒とは,学習活動中の関わりがほとんど

で,自由な時間での関わりは少なかった. 内容によるが,

２人は学習活動中不安を感じることが多い. 不安を感じ

ているときの人との関わりは,“楽しい”“うれしい”とい

った経験になりにくく,人との距離が縮まるものにはなり

にくいと考えられる.  

 ２人が,自分らしさを発揮し,人と積極的に関わる姿が

見られたのは,休憩時間などの自由な時間が多かった. 何

をしてもいい自由な時間は２人の不安が和らぐ時間で,２

人は自由な時間に人との関わりを深めたり広げたりして

いたように思う.  

 これらのことから,本来の自分の性格を出すことができ

る不安の少ない場面で,一緒に遊んだり,ふざけ合ったり

といった自由な関わりを通して,人との関わりに対して前

向きな気持ちになることができ,それが人との良好な関係

を築くことへつながっていくと考えられる.  

 

３．コミュニケーションに困難のある生徒に対する

周囲の理解・集団作り 

 筆者がこの学級集団を継続的に観察してきて,最も印象

に残っていることは,学級の生徒全員が「みんなそれぞれ,

ありのままでいいよね」といった考えを持っていることで

ある. 対象生徒は全員に軽度知的障害があり,また,それ

ぞれが人とは異なる特性や困難さを抱えている. そのた

め,この学級では,コノさんとハナさんのコミュニケーシ

ョンの困難さだけが特別にとらえられることはなく,７人

が対等な関係を築けていることを感じた. この生徒全員

の対等な関係は,学級の生徒全員に障害がある特別支援学

校の学級だからできた関係であると考えられる.  

 この学級では,生徒全員に「集団の一員となりたい」と

いう思いがあり,自分のできることで集団に参加しようと

する姿が多く見られた. また,そうすることが,自然と,お

互いを助け合うことにつながっていった.  

 この学級は,生徒全員がお互いのことをよく理解してい

る印象があった. そして,友達の抱える困難さやできない

ことよりも,良いところや素敵なところを認め,伝え合う

姿がよく見られた. 生徒たちは,友達や教師から認められ

ることで,自分に自信を持つことができていた. このよう

なことから,この学級には前向きな雰囲気があり,生徒は

今のありのままの自分を見つめることができていたよう

に感じる. また,「今の自分よりもっとよくなりたい」と

いう前向きな気持ちを持てていたようにも思う.  

  
Ⅴ．教育に求められるもの 

コミュニケーションが困難な生徒に必要な教育・支援と

して,私は,自分に自信が持てる経験,達成感を感じる経験,
人とのつながりが楽しい,嬉しいと感じ安心できる経験を

たくさん積み重ねていくことが大切だと思う.  
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初めは学級の中でも不安が強かったコノさんとハナさ

んだったが,だんだんと学級の友達に自分の困難さを理解

してもらうことができ,困ったときには友達が助けてくれ

るようになったため,学級の中では安心して過ごせるよう

になった. 私はそんな２人の姿を見て,学級が安心して過

ごせる居場所となってよかったと感じていたが,一方で,本
当にこれでいいのかと疑問に感じることもあった.  

学級の生徒は２人の困難さを理解しているため,本人た

ちが周りに助けを求める前に,周りの友達が助けの手を差

し伸べている. このような関係性ができているから,２人

はこの学級で安心して過ごせているのだと思うが,この学

級集団の外ではいつも誰かが助けてくれるとは限らない. 
家族やこの学級のような安心できる集団の外に出ると,２
人の不安は強くなりコミュニケーションが困難になる. 
不安を感じる場面で傍に頼れる人がいないとき,２人は自

分から誰かに助けを求めることができないのではないだ

ろうかと心配になった.  
 また,学級では,コノさんが話せないということを周りの

生徒も教師も理解しているため,発話が必要な場面では周

りの生徒や教師がコノさんの代わりに話すといった支援

をしている. そのため,コノさんに発話を求める機会はな

いのだが,これをいつまで続けるのだろうかと疑問に感じ

た. この学級集団は,短くて中学部の３年間,長くて高等部

専攻科卒業までの８年間続くことになる. 学級の生徒に

は,「コノさんは話せない」という認識があり,コノさんに

発話の機会がないままだと,これからコノさんの中に「話

したい」という気持ちが芽生えてきたとしても,話すこと

が難しいのではないだろうか.  
このようなことを考えていると,緘黙傾向のある生徒に

とって,やはり「話す」ということが必要なのではないかと

思うこともあった. 不安を抱えながらも話せるようにな

ることが,２人が社会に出たときのためになるのではない

だろうかとも思った. しかし,場面によって強い不安を感

じるコノさんとハナさんが,この学級を安心できる居場所

と感じ,大好きな友達と毎日楽しそうに過ごしている姿を

見ていると,不安の少ない環境の中で２人が自分らしさを

発揮している今の状態を大切にしたいと思うようになっ

た.  
ほとんどの緘黙児は,高校または高校卒業後には発話が

可能になると言われている. コノさんも数年後には発話

が可能になるかもしれない. コノさんの発話は教師など

の支援者が決定できる問題ではなく,本人次第であると考

える. これからコノさんはさらに思春期というライフス

テージに入っていき,話せないために自分のことを相手に

上手く伝えられないもどかしさや,大好きな友達と話した

いという気持ちが強くなったときに,不安を感じずに話せ

るよう,教師は安心できる場を学級集団の中に作っておく

ことが必要であると思う.  
また,話せるようになったときに,人との関わりを怖いと

感じてしまったり,人付き合いが上手くいかず,自分に自信

が持てなくなったりしてしまわないように,今はこの学級

で友達と過ごしていく中で,言葉がなくても友達に認めら

れる経験,友達と辛い気持ちをわかり合える経験,互いに助

け合う経験,人と関係を築いていく経験をたくさん積み重

ねていくことが将来に必ずつながると思う.  
「話せない」という表面にあらわれていることだけに注

目するのではなく,その背景にある根本となっている問題

に気づき,最終的な目標に向けて長い目で支援していく必

要があると感じた.  
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註：本論考の中心事例,コノさんは場面緘黙であるが,ハナさんは

確定診断には至っていない.そのため,総括的に「コミュニケ

ーションに困難のある生徒」と呼んだ.  
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